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１２．豚サルモネラ症発生農場における疫学的考察と

感染豚からの Choleraesuis検出法の検討Salmonella

大分家畜保健衛生所、宇佐家畜保健衛生所1)

○病鑑 吉田史子・滝澤亮（病鑑） ・病鑑 武石秀一・病鑑 壁村光恵1)

【はじめに】

Choleraesuis（SC）は、豚サルモネラ症の原因菌であり、豚に敗血症、胃Salmonella

腸炎、肺炎、肝炎、髄膜炎、時に流産を引き起こす 。SCは、宿主特異性が強く、主に１）

。 、 、 、 、罹患豚鼻汁の飛沫や接触によって感染が成立する また 不顕性感染が多く 肝臓 脾臓

白血球等に潜伏感染し、PRRSV、PCV2等の他の病原体の混合感染、ストレス等によって宿

主の免疫力が低下すると敗血症を引き起こすと考えられている 。さらに、SCは、糞便２）

に排泄されにくいこと、生物型Choleraesuisは硫化水素非産生性であることなどから、通

常のサルモネラ検査では摘発されにくいと考えられる。その上、ひとたび農場に侵入すれ

ば、常在化しやすいといわれている。

農場でSC感染症が発生した場合、抗生剤の投与や消毒等の一般的な衛生対策に加え、上

述のSCの特性から、発症誘因、感染時期を調査し、それらを考慮した対策を講じること、

。 、そして他の豚への感染源となる汚染豚群を迅速に隔離することが重要となる そこで今回

A農場で初めて豚サルモネラ症が発生したことに関連し、感染経路、発症誘因の調査を目

的とした、A農場にSCが進入した時期を推測するための保存血清を用いた抗体調査（調査

① 、A農場で分離されたSCの由来を調べるための県内分離SC株、A農場分離SC株を用いた）

性状解析（調査② 、汚染豚群の迅速な隔離を目的とした、A農場同居豚からのマルチプ）

レックスPCR（m-PCR）法を用いたSC検出法の検討（調査③）を行ったので、概要を報告す

る（図１ 。）
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【発生概要】

2012年10月下旬、母豚270頭規模のA農場において40日齢前後の離乳豚に、チアノーゼを

呈する個体が散見されるようになり、一部の個体は死亡。アンピシリン投与による治療を

実施したものの、11月に入っても死亡が続くため家保に通報があり、死亡した離乳豚2頭

を用いて病性鑑定を定法に従い実施した（図２ 。結果、 Choleraesuisによ） Salmonella

る豚サルモネラ症と診断した。

、 。 、 、なお 発生は入り口に近く隙間風の入りやすい豚房に限局されていた また A農場は

一貫経営であり、県外、県内から豚の導入を実施していた。2012年5月には、PRRSVが農場

内に侵入したことが確認された。

【調査①：抗体調査】

A農場保存血清62検体（2008年～2012年に採材）を供試し、小林の方法 に基づき、O7３）

群LPSｰELISAを実施した。結果、抗体陽性率は、2008:8/8（100% 、2009:0/6(0%)、2010:）

1/8(12.5%)、2012:23/40(57.5%)となり、2008年より前に、A農場内にSCが進入していた可

能性もあると考えられ

た（表１ 。）
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【調査②：SCの性状解析】

SCの性状解析では、A農場分離12株、県内4農場（B～E農場）分離5株を供試し、パルス

フィールドゲル電気泳動（PFGE 、薬剤感受性試験を実施した。）

PFGE:制限酵素 Ⅰ、制限酵素 Ⅰを用い、秋庭の方法 に従い実施した。 Ⅰを用Xba Bln Xba４）

いた場合は、A農場分離株、B農場2009年分離株、D農場分離株が同一の切断パターンとな

った（表２ 。制限酵素 Ⅰを用いた場合は、A農場分離株、D農場分離株が同一の切断） Bln

パターンとなった（表３ 。）

薬剤感受性試験：アモキシシリン、アンピシリン、カナマイシン、エリスロマイシン、ゲ

ンタマイシン、オキシテトラサイクリン、クロラムフェニコール、ナリジクス酸、エンロ

フロキサシン、ST合剤、セファゾリン、ノルフロキサシンを用い、一濃度ディスク拡散法

によって実施した。結果、A農場分離株、C農場分離株、D農場分離株が同一の薬剤感受性

パターンを示し、全ての薬剤に感受性を示した（表４ 。）
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SCの性状解析の結果、A農場分離株とD農場分離株は、PFGEパターン、薬剤感受性パター

ンはともに一致しており、同一由来である可能性が極めて高いと考えられた（表５ 。な）

お、A農場、D農場は地理的に近い農場であった。

【調査③：SC検出方法の検討】

A農場同居豚12頭の鼻腔、直腸スワブ、バフィーコートを供試し、分離培養法と迅速同

定法とによってSCの検出を行った。分離培養法では、定法に従いサルモネラの分離培養を

実施し、市販の型別用抗血清でサルモネラの血清型別を行った。迅速同定法では、検体を

ラパポートバシリヤディスソーヤペプトン培地で37℃１晩培養した増菌培養液からDNAを

、 （ ）。抽出し 秋庭らの報告 に基づきm-PCR法によるSC特異遺伝子の検出を実施した 図４５）
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結果、標準法、迅速同定法とも２個体４検体からSCが検出された（表６ 。）

よって、迅速同定法は、標準法に対し100%の感度特異度を有しており、SCの検出法とし

て十分有用であると考えられた。また、迅速同定法は血清型同定までに要する時間が約2

日であり、最短でも5日を要する標準法と比較し、結果判明までの時間を大幅に短縮可能

であった（図５ 。）

【まとめ及び考察】

2012年11月、A農場で初めてSCを原因とした豚サルモネラ症が発生したため、SCが農場

に進入した時期を推測するための抗体調査、A農場にSCが進入した時期を推測するための

保存血清を用いた抗体調査（調査① 、A農場で分離されたSCの由来を調べるための県内）

分離SC株、A農場分離SC株を用いた性状解析（調査② 、汚染豚群の迅速な隔離を目的と）

表６ SC検出方法の検討：結果

標準法、迅速同定法とも2個体4検体からSCを検出

検体番号 検体種類 標準法 迅速同定法

1
直腸スワブ - -

鼻腔スワブ - -

バフィコート - -

2
直腸スワブ ＋ ＋

鼻腔スワブ ＋ ＋

バフィコート ＋ ＋

3

直腸スワブ - -

鼻腔スワブ - -

バフィコート ＋ ＋

4
直腸スワブ - -

鼻腔スワブ - -

バフィコート - -

5
直腸スワブ - -

鼻腔スワブ - -

バフィコート - -

6
直腸スワブ - -

鼻腔スワブ - -

バフィコート - -

検体番号 検体種類 標準法 迅速同定法

7
直腸スワブ - -

鼻腔スワブ - -

バフィコート - -

8
直腸スワブ - -

鼻腔スワブ - -

バフィコート - -

9

直腸スワブ - -

鼻腔スワブ - -

バフィコート - -

10
直腸スワブ - -

鼻腔スワブ - -

バフィコート - -

11
直腸スワブ - -

鼻腔スワブ - -

バフィコート - -

12
直腸スワブ - -

鼻腔スワブ - -

バフィコート - -

図５ SC検出法の検討：まとめ
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した、A農場同居豚からのm-PCR法を用いたSC検出法の検討（調査③）を実施した。

調査①の結果、2008年よりサルモネラO7群ELISA抗体陽性であり、2008年以前にA農場内

にSCが進入していた可能性があることが判明した。SCは不顕性感染が多く、通常のサルモ

ネラ検査では検出されにくいといった特徴があることから、2012年に発症するまで、農場

内で不顕性感染を繰り返していた可能性があると考えられた。2012年11月にサルモネラ症

で死亡した個体の病性鑑定では他の病原体の関与が認められなかったこと、発生が隙間風

の入りやすい豚房に限局されていたこと、40日齢前後の離乳豚を中心とした発生であった

ことから、2012年11月に、寒冷、離乳、移動等のストレスによって発症したものと考えら

れた。

調査②の結果、A農場分離SC株とD農場分離SC株が同一由来の可能性が極めて高いことが

判明した。A農場とD農場は同一の農場より豚の導入を行っていたこと、また農場同士が地

理的に近いことから、導入豚による感染や、野生動物による伝播等が起こった可能性があ

ると考えられた。

調査③の結果、分離培養法（標準法）とm-PCR法（迅速同定法）の結果は一致し、m-PCR

法の感度、特異度は100%となり、SCの検出法として十分利用可能であると考えられた。ま

た要する日数は分離培養法が5日以上、m-PCR法が2日と大幅な検査時間の短縮が可能であ

った。今後は、汚染豚群の早期隔離対策等に有用であると考えられた。

今後、今回得られた知見をもとに、迅速同定法も取り入れたサルモネラ対策を行ってい

きたい。

最後に、本研究の遂行にあたり、m-PCRについてご指導、ご助言いただきました動物衛

生研究所の秋庭正人先生、ELISAについてご指導、ご助言いただきました動物衛生研究所

の小林秀樹先生に深謝いたします。
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